
令和 7年 2月 6日 

地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

 

事業所名称…グループホームまごころの家、グループホームまごころの家・こしばら 

サービス種類…認知症型共同生活介護 

出席者 

事業所 ４人 利用者 ０人 

利用者家族 ０人 地域代表者 ０人 

松江市職員 １人 包括支援センター ０人 

知見を有する者 ０人 その他（     ） ０人 

※出席予定者には、書面（別紙）にて報告。意見要望あれば連絡を頂く。 

 

まごころの家 令和６年１２月～令和 7年１月 活動内容 

〈利用者様について〉 

・入退去…なし 

・入院…なし 

・季節の行事…忘年会（お鍋・ローストビーフ・カルパッチョ・刺身・焼肉・サラダ） 

       お正月（お節・雑煮・オードブル・生菓子）福引 七草 

・誕生日会…２名（昼食 お祝い膳・ケーキでお祝い） 

・外出支援…病院受診 

・その他の活動…クッキング（焼芋・柚子あんパン） 壁紙（クリスマスツリーなど飾 

り付け） 大掃除 

・ヒヤリハット…1件（居室ベッドからのずり落ち） 

〈職員について〉 

・職員 1名退職（12月末） 

・職員健康診断   

・外部研修…なし 

・自施設研修…12月 インフルエンザ・感染症・誤嚥性肺炎  

1月 身体拘束・虐待・権利擁護 

 

まごころの家こしばら 令和６年８月～９月 活動内容 

〈利用者様について〉 

・入院…1名 転倒骨折のため（12月退院） 

・入退去…なし 

・季節の行事…クリスマス忘年会（ピザ・パスタ・チキン・ケーキ） 

皆で歌を歌いクリスマスプレゼント 

お正月（お節・雑煮・オードブル）カルタ・福笑い・書初め 

・その他の活動…クッキング（梅ケ枝餅） フラワーアレンジメント  

・誕生日会…なし 



・身体拘束…毎月職員会議にて、身体拘束委員会を開催し話し合いを行っている。必ず

ご家族様の了解を得て使用。虐待についても話し合い確認している。 

・散髪…９名（ブルーライン） 

・ヒヤリハット（居室ベッドからのずり落ち） 

・現在、平均介護度 2.2、平均年齢 93.1 歳 介護度が低く自立の方が多くご高齢の為、

常に見守り付き添いが必要な状態。転倒リスクが高い。  

〈職員について〉 

・職員 1名退職（1月末） 

・職員入社 12月 1名 1月 1名 

・職員健康診断 

・自施設研修…なし 

・外部研修…なし 

  

〈意見交換〉 

【事業所】 

人口がどんどん減っていくなか、どうやって人材を確保するのか。イベント等をして

も人材確保に繋がらず。福祉労働についての考え方が変わってきており、今後益々人

材不足になるのではないか。何か策はあるのか。 

【松江市】 

 どこの事業所も同じ悩みを抱えている。外国人人材を採っている事業所が増えている

が検討しているか。 

【事業所】 

外国人人材を採ることに抵抗は無いが、どのようなルートを辿って採用するのか。間

に業者が入っており、斡旋業者が入る現状では考えていない。国が責任を持って確保

する問題である。未知の分野なので業者に頼らざるを得ない現状では考えていない。 

【松江市】 

どうしても外国人人材を採る場合は経費がかかってしまう。住居や就労ビザなど手続 

きも煩雑になるが、概ね高齢者には受け入れられていると聞いている。ＩＣＴ化につ 

いてはどのように考えているか。 

【事業所】 

 職員が高齢化してきており、苦手意識をもっている職員が多い。今までのやり方を変

えるのが難しいと感じる職員がほとんど。なかなか進まないと思う。 

【事業所】 

 介護の専門学校や高校を卒業した人の進路はどうなっているのか。 

【松江市】 

 データを取っているわけではないが、違う職業に就いている人も多い。 

【事業所】 

 もっと若い人に福祉の仕事の魅力を伝える場が多くあって欲しい。 

 

 



 

次回の運営推進会議は、４月１０日（木） １４：００～１５：００ 

まごころの家、まごころの家こしばら合同で行います。 

場所…まごころの家  松江市古志原１丁目―１４―１ 

 

 

 

 

※事業所確認欄 

□活動報告についての評価を受けることができたか。  〇 

□要望・助言等受ける機会を設けたか。  〇 

 


